


















（ 1 ） 一度目は 202 年、17 歳になる前、セプティミウス・セウェルス帝によるキリスト教とユダヤ教への
改宗を禁止する勅令の発布後である。（Eusebios, Historia Ecclesiae［HE と略記。邦訳には、エウセビ
オス著、秦剛平訳『エウセビオス「教会史」（下）』、講談社学術文庫　2010 年、を使用する。］Ⅵ ,1,1.）
次は 18 歳のとき、アレクサンドリア知事アキュラのもとで迫害が生じ、このときオリゲネスは獄中
の友人を見舞い、励ましている。（HE Ⅵ ,3,3.）さらに 235 年、マクキシミヌス・トラクス帝による
迫害（HE Ⅵ ,28,1.）、249 年、64 歳のとき、デキウス帝による迫害に遭い、拷問を受けた。（HE 
Ⅵ ,39,1-5.）。
（ 2 ） このさい、オリゲネス自身も父とともに殉教することを望んだが、母親が彼の衣服を隠すことによっ
て外出を妨げたために殉教に至らなかったことが、エウセビオスによって報告されている。（HE 
Ⅵ ,2,5-6.）
（ 3 ） たとえば、教父では、テルトトゥリアヌスは迫害を神から来るものであるとし、そこからの逃避を不
可と判断する。Cf. Tertullianus, De Fvga in Persecutione（PL Ⅱ ,104） ほかにも、エウセビオスは『教会
史』のなかで、勇敢に迫害を引き受ける熱心なキリスト教徒の姿を多数報告している。
（ 4 ） HE Ⅵ ,21,3.
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（ 5 ） 荒井献、出村みや子、出村彰『総説　キリスト教史 1　原始・古代・中世篇』、日本キリスト教団出
版局　2007 年、109-141 頁。






（ 7 ） HE Ⅵ ,28,1.
（ 8 ） Is 28,9-11 (LXX).
（ 9 ） HE Ⅵ ,3,6.　なお、有賀はオリゲネスにこの姿勢を指摘し、評価する。有賀鐵太郎、前掲書、138-147
頁、参照。
（10） Epistle of Ignatius to the Romans 6,3："επιτρέψατέ μοι μιμητὴν εἷναι τοῦ πάθους τοῦ θεοῦ μου."（わ
たしが神の受難を模倣するのを許してください。）
（11） たとえば、佐藤吉昭「古代キリスト教世界における殉教と棄教」、秦剛平・H.W. アトリッジ共編『エ
ウセビオス研究 3　キリスト教とローマ帝国』、1992 年、181-214 頁。J. ダニエルー著、上智大学中世




意図が見られると述べている。（12）F.W. Weidmann もまた、オリゲネスが、マタイ 10,23
のイエスの言葉を根拠に、迫害の必要性よりもそこからの逃避を勧めていると説明し























（12） John Anthony McGuckin, Martyr Devotion in the Alexandrian School: Origen to Athanasius, in: In Martyrs and 
Martyrologies, ed. by D.Wood, Oxford 1993, pp.35-46.
（13） Frederick W.Weidmann, “Martyrdom”, in: The Westminster Handbooks to Origen, ed. by J.A.McGuckin, 
Louisville: Westminster John Knox Press 2004, pp.147l-149l.
（14） Marco Rizzi, Origen on Martyrdom: Theology and Social Practices, in: Origeniana Nona, ed.by G.Heidl- 
R.Somos, Leuven/ Paris/ Walpole,MA: Peeters 2009, pp.469-476.
（15） オリゲネスの禁欲主義は、キリストへの参与ないしは「真のいのち」を受けることを目指すものであ
ると理解されている。（V.Wimbush, “Asceticism”, in: op. cit., ed. by J.A.McGuckin, pp. 64r-66l.）




























殉教によって［魂］を失いましょう。」（EM 12）；「･･･ 殉教者になりたい ･･･『百倍の報い』を受け
るためです」（EM 14）　Cf. Mt 5,10-12; Lk 6,23. 有賀はここでオリゲネスが魂よりも優れたものという
のを「霊」（πνεῦμα）ないしは「精神」（νοῦς）と述べている。（有賀鐵太郎、前掲書、130 頁。）し
かし、オリゲネスは堕落する前の魂を精神と理解していたのであり（PA Ⅱ ,8,3）、有賀の指摘する






（22） EM 49；「･･･ この代の思い煩いや富の誘惑や生の楽しみをも意に介さず、むしろこれらすべてを軽ん
ずる者として、知恵の、思い煩いのない霊を得て、決して欺瞞の伴うことのない富を熱心に追及し、
言うなれば、『悦楽の園』の楽しみを目指して進みましょう。（...γινομένων μήτε τῆς τοῦ αἰῶνος 
τούδιωγμοῦ“ τῶν „διὰ τὸν λόγον“ γινομένων μήτε τῆς τοῦ αἰῶνος τού του μερίμνης ἢ τῆς 
ἀπάτης τοῦ πλούτου ἢ „τῶν τοῦ βίου ἡδονῶν,“ ἀλλὰ πάντων τούτων καταφρονοῦντες τὸ 
ἀμέριμνον τῆς σοφίας πνεῦμα ἀναλάβωμεν καὶ ἐπὶ τὸν μηδαμῶς ἔχοντα ἀπάτην πλοῦτον 






































































（28） ほかにも、 「･･･ しばしの後に死んでしまうであろうものら、･･･ への恐れに目を走らせるのは条理を
逸したことです。」（EM 4）と述べられている。
（29） ΕΜ 23(GCS 2,21,21). なお、オリゲネスはこの語句を霊的で激しい戦いを示すさいに使用している。


























ス　祈りについて・殉教の勧め』創文社　1985 年、訳注 16、参照。有賀鐵太郎、前掲書、154 頁、
注 38、参照。）





外には殉教としての意味に限定されている。（G.W.H. Lampe, ed., “μαρτύριον”, A patristic Greek 
Lexicon, Oxford: Clarendon Press 1987, pp.829l-830r.）













（37） HE Ⅵ ,3,6-7.
















よりも遙かに優れて力ある、神への愛（τὸ πρὸς θεὸν φίλτρον）と敬神の念が苛酷極
まりない艱難と凶暴極まりない拷問に直面して、どれほどの力を有しているものか見







（39） EM 27; 「それから［人々は］神に対する望みのゆえに、子供らの死と艱難に潔く耐えた、この優れた
［兄弟ら］の母を見ることができました。敬神の露と敬虔の息吹は、･･･ 多くの［母親の］うちに火
をかきたてる母としての［情愛］が勝ち誇るのを許しませんでした。」（Ἦν δὲ τότε τὴν μητέρα τῶν 
τοσούτων ἰδεῖν „εὐψύχως“ φέρουσαν „διὰ τὰς ἐπὶ τὸν θεὸν ἐλπίδας“ τοὺς πόνους καὶ τοὺς 
θανάτους τῶν υἱῶν• δρόσοι γὰρ εὐσεβείας καὶ πνεῦμα ὁσιότητος οὐκ εἴων ἀνάπτεσθαι ἐν τοῖς 
σπλάγχνοις αὐτῆς τὸ μητρικὸν καὶ ἐν πολλαῖς ἀναφλεγόμενον ὡς ἐπὶ βαρυτάτοις κακοῖς πῦρ. 
[GCS 2,23,20-24].）
（40） ランペはこの語の意味について、「人間の愛」、「愛情」、「欲望」、「人への神の愛」を挙げている。最
も凡例の多いのは「人間の愛」である。（G.W.H.Lampe ed., “φίλτρον”, op,cit., pp1485l.）
（41） ほかにも、 「多くの財産と子供たちへの愛情（φιλοστοργία）を踏み越えて」（EM 15）、「わたしより
も息子や娘を愛する（φιλέω）者はわたしにふさわしくない。（ὁ φιλῶν υἱὸν ἢ θυγατέρα ὑπὲρ ἐμὲ 


























を意味する。（G.W.H.Lampe, ed., “φιλοστοργία”, op,cit., pp1483r-1484l.）
（43） EM 11；ἔτι δὲ εἰ μὴ περιελκοίμεθα περισπώμενοι καὶ ὑπὸ τῆς περὶ τὰ τέκνα ἢ τὴν τούτων μητέρα 
ἤ τινα τῶν νομιζομένων εἶναι ἐν τῷ βίῳ φιλτάτων φιλοστοργίας πρὸς τὴν κτῆσιν ἢ πρὸς τὸ ζῆν 
τοῦτο, ἀλλ’ ὅλα ταῦτα ἀποστραφέντες ὅλοι γενοίμεθα τοῦ θεοῦ καὶ τῆς μετ’ αὐτοῦ καὶ παρ’ αὐτῷ 
ζωῆς ὡς κοινωνήσοντες τῷ μονογενεῖ αὐτοῦ καὶ τοῖς μετόχοις αὐ-ζωῆς ὡς κοινωνήσοντες τῷ 



































（46） EM 37; “οὐκοῦν τὴν ψυχὴν διὰ τὴν αἰώνιον ζωὴν μισήσατε πειθόμενοι ὅτι καλὸν καὶ ὠφέλιμον 
μῖσος διδάσκει μισεῖν ὁ Ἰησοῦς. ὥσπερ δὲ ὑπὲρ τοῦ φυλαχθῆναι εἰς ζωὴν αἰώνιον τὴν ψυχὴν 
μισητέον ἡμῖν ἔσται αὐτὴν, οὕτως „γυναῖκα καὶ τέκνα καὶ ἀδελφοὺς καὶ ἀδελφὰς“ μίσησον ὁ 
ἔχων ταῦτα, ἵν’ ὠφελήσῃς τοὺς μισουμένους δι’ αὐτοῦ τοῦ μεμισηκέναι παῤῥησίαν 






























覚される。オリゲネスはこれらについて述べるさい φιλέω を用い、ἀγάπη と区別し、
対比させていた。φιλέω を悪とは考えていないが、見えない真実を生き、本来の魂
にとっての益を考えるなら、愛着はその妨げとなるのであり、その自覚を促してい
た。人間の目の前に恐れが塞ぎ、後ろから愛着が繋ぎ止める。そうすると殉教に踏み
出すことができない。
　ただ、これを著述したオリゲネスは、むやみに殉教を美化する熱狂者ではなかった
のも確かである。オリゲネスの冷静な叙述には、殉教の危険が迫る状況のなかで人の
心に生じる葛藤を共有しようとする彼の視線を見て取ることができる。それは、前述
のような、耐えがたい身体的苦痛への恐怖と、この世で育んだ関わりへの愛着を断ち
切って愛する者を残して去っていく痛みとに対する共感である。暗闇の先に見えない
希望を何とか示そうとする彼の努力は、それらをどうにか乗り越えられるようにとの
オリゲネスの祈りであったと言えるかもしれない。
